
武雄市の活性化

～私たちが作る新たな町～

武雄市町づくり参画事業Ｂ 武雄革命隊



＜2019・8月28日 豪雨災害＞
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＜成果目標＞
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①災害が起きた時に１人でも多くの命を
救えるようにするための模擬体験の場を作る。

②昨年の大雨豪雨でお世話になった方々への
感謝を伝える機会を作る。

③武雄市の活性化について考え提案する。



＜スケジュール＞
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７月２８日（火） 第１回ミーティング・・・メンバー発表
プロジェクト話し合い

３０日（木） 第２回ミーティング・・・プロジェクト計画
８月 ３日（月） 第３回オンラインミーティング

企画考え・訪問以来電話
４日（火） チラシ作り・協力依頼・打合せ・空き家対策課取材
６日（木） チラシ配り・テイクアウト取材
１３日（木） 最終打合せ
１６日（日） ミニ防災フェスタ
２２日（土） 最終打合せ



取材放送：ＮＨＫ
ＲＫＢ
Ⅽable One



日時 8月16日（日）
９時～12時頃

場所 武雄市役所
１階ホール＆駐車場
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市民交流 【ミニ防災フェスタ】
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＜ポスター作り・配り＞
配布場所：武雄子供図書館

武雄ゆめタウン
大楠の里こども園
武雄市役所内
児童クラブ



➀心肺蘇生体験
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②車両乗車体験＆メッセージ書き
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③段ボール避難所製作体験
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武雄市＝災害に強い町＝魅力のある町

＜アンケートより＞

【感想】

・段ボール避難所ＧＯＯＤ

・なかなかできない体験ができた

・高校生と話せてよかった
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【〇〇な町になってほしい】
・子どもたちが住みやすい町へ
・人と人とのつながりがよりよく見える町
・親子で楽しめる場が多い町
・「お互いさま」で助け合える町
・輝ける場所がある町
・災害に強い町
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武雄市役所防災・減災課、市民協働課、武雄消防署女
性消防団の皆様ご協力ありがとうございました！



協力：monkey tree
武雄市空き家対策課



8月４日
住まい支援課空き家対策係
の方からのお話
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➀空き家を避難所に改築！
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＜現状＞

・武雄市の空き家数

→ （ほぼ自己管理）

～住まい支援課空き家対策係の方からの話～

＜問題＞

・瓦が落ちてくる

・所有者だという意識の薄れ

・管理の押し付け合い
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市に管理して
ほしい

他人に貸すと
住んでいる方
の権利が優先

されてしまう

思い出があり
手放したくない

＜管理者である市民の方々の思い＞
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避難所に改築
※洪水・地震・感染に備えた場

空き家
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賛成
63%

反対
37%

避難所に変更ついての賛成・反対

＜アンケート結果＞



賛成・反対の理由
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賛成

・「密」を避けることができる

・避難場所までの時間の短縮が必要

・放置され、建物が無駄になってしまうより、有効活用したい



賛成・反対の理由
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反対

・現在存在している空き家の整備に費用がかかる

・避難所としての管理はだれがするのか

・避難所としての維持(食料など、電気代、水道代)



メリット
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・危険な空き家を減らす

・管理者の負担を減らす

・避難が容易に

・避難時間の短縮

・分散して避難、3密を避ける



デメリット
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・費用がかかる

・必要性が確実ではない

人口や避難所の件数などのデータに基づいて検討する

フリースペースや勉強する場所として活用する



８月6日
Monkey tree 取材
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②テイクアウトを活性化させる！
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←ミニ防災フェスタにて配布
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食料のつながりが途絶えない！

テイクアウトの活性化
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広く告知できる

回覧板を使った広告



＜すべての活動を通しての反省＞

●企画を一から考え、実行に移すことの難しさ

●実際に活動するためのいろいろなことに気を配った(コロナの事など)

●コロナ禍における活動

・活動時のマスク着用・消毒の徹底

・検温の実施

・大人数での活動は控える など

●思い通りにいかないこともあった

・取材をしたいお店と、電話がつながらない
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人と人とのつながり

子どもたちが住みやすい

安心安全

輝ける場所がある

災害に強い

防災に力を入れている

武雄市



ご清聴ありがとうございました
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